
51.造林地のツル類の防除

1. 試験担当者

北海招支場造林部选林第二研究室易 林 敬太にか

2. 試験目的
本ifiKfeけるッル類の分布と生態を明らかにするとともに,造林木にたいする被害の実態を究 

明し,遭確なッル切り等の時笋1および楽剤防除榜,合理的なツル防除方法を究明する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

!ッル類の生態と防除に関する既往の文献を集収し,検紂をおこないせの(n韓点を明らかKし

た。

2.ッル類激繁地におけるッルの分類と造林樹料別被害哭熊を恵庭.白老,余市事寒区において 

那奋し,被害分・類の绿資料をえた。

この結果•木本性のッル・類の极害分類は,造林木にあた兑るツルの生長特性と核害の形態か 

ら,ヤマブドウのように被害が主K・核程によるものと,ッルウメモドキ,コクワ等のように幹 

の締めつけによるものと匕分類する必菠があることが既められた。

5.ッル類が造林木K•あたえる核書は,幼会彷林木ではトト・マッに比較してカラマツ炉大きく . 

生長折の滅^が明らかであった。

4.昭和4 5年度の試験計画

1.湖南地方におけるッルの被害翔と彼害分若nてついての基礎資料をうるために脚奁を突施す

る〇

2«ッル切りによる被警の抑制効果を検肘するためにヤマブドウ,ッルウメモドキについて切断 

時期を変えて試險する。

5.桨剤防除の予備試験としてホルモン系除談剤によるッル体内挿入処理の可否と効果について 

棲討する〇

4.ヤマプドウの生癒及び被害の機作,防除方法等を基礎的に薜明するため•支場構内に堵萌す

る〇
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5 2.国有林経営における技術の体系化

1.試験担当者

本場機械化部作業第一祢究室駐 辻 降道性か

" 〃 作栗第二研究室長 涙部 庄三郎ほか

"紆営部あ研究室 嫌崎 実

2•試験目的
届終生蔭数景を目途にお巻,林業生産としての専門的に分化された基礎ないし個另 i肢術・相互 

関連の立場からみて,林木生産としての蟀合的効果を発押できる手法の確立をはかる。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

部分工程の相互関述についてPER T千法を利用して,現在の工程における投下労働页の把握 

を行ない,部分工程の紐合せ如何によって後投下労働量の達・異が非常に大きいことを明らか吃し 

た〇

これに対して部分技術の投下労钠を算出するために散贽化手法を取入れ,現地適用について 

検討した〇その結果現坪活用Iでは阍便な方法であり,良く適令することがわかラた。現地遜用を 

行なった仕事は金抻全木伐倒枷,集材掇による金幹全木集逐材作業である。

一方VTおいては技術の裏付けとなるコストの把握を行なわなければならないが.小さい伐区ご 

とに条件の変化と対応させた資料を得ることができれいので,天甜址方の森林桎合・を対象として, 

曲部で作成した帳脚眼に合せ,作案功程を茲策化によって把握するための作成と記帳をすす 

めてきた。梆分工程の相互囲連にっいては水乱常林名をモデルとした生评プロセスチセー卜を作 

成した。

4.昭和4 5年度の武験計画

水窪憧林署と価山村森林知合をモデル規模にとって,総片姓と要因配分の山孵を作成する。

帳票記帳を整幾して,造林率菜関係にも致朋化手法によって部分功程の推測が可能かどうか計 

笋する。数紙化手法によって既に作成した全幹全木伐倒作業,全幣集運作樂のケースをもって, 

要因のパラッキ裕の判定方法を遂き,推浙I値精度をI句上させる方法を検討する。
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